第33回　施設処遇検討会議　議事録　H23.3.7

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・長谷部S.G.M・須々田珠実　　　　　馬渕豊子・小笠原嘉紀・木村春子・三浦綾

　　　　　　　　　　　　　　　　　上平ユリ子・中村文洋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・小坂和子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：上平　ユリ子
議題

１：高島吉太郎様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：大下　良悦様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：高島　吉太郎様（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

1 身体機能の低下が表れてきている

（体力の低下が見られてきている）（座位が保てない）

・今まで行っていた体操から、ストレッチのような負担の小さな運動へと体力に合わせたプログラムを行っていく。

・体力に合わせた行動が出来ているか見守りを行い、必要時には声掛けを行っていく。

・斜めに身体を傾けて座っているため、座布団などを使用してもらい、臀部への圧力を和らげていく。

・椅子からの転落を危惧し、居眠りを行っている時には床で寝るよう促していく。

2 生活技術の低下が見られる　
（歩行・排泄・身の回りの事）

・居眠りから起きたあとの歩行でふらつきが顕著に見られる為、必要時には手を添えて誘導を行っていく。

・夜間に使用するオムツの着用を確認し、ポータブルトイレ使用を今後も継続していく。

・髭剃りなどの保整面やその他身の回りのことについて介助を継続していく。

・食事や歩行・排泄といった生活での基本動作の確認を行い、生活に支障が出る際には主治医へ情報提供をする。

3 睡眠時間が不定期になりがちになる。

（私物いじりで就床が遅れる事がある）（布団に入らずに眠っている事がある）

・定期的に夜間の状態を確認し、布団に入って就床しているか確認していく。

・早朝に覚醒している際には、布団に入って休んだり、再入眠をするよう促していく。

④　病状が見られている

　（幻聴・妄想）（両瞼・両下肢の浮腫）

・幻聴や妄想について確認を行っていく。

・幻聴や妄想に左右された行動が出た際には、主治医へ情報提供を行っていく。

・毎朝の体調確認し、眼瞼、両下肢の状態観察する。

・経過観察して､浮腫みが強いようであれば主治医へ情報提供をする。

＜評価＞

・加齢に伴う運動機能、身体機能（視力、聴力、歩行状態）が低下している為、転倒や怪我などないよう見守り、介助していく。

・できる限り長く現状での生活や身体的レベルが維持出来るように支援していく。適度な運動の促し、他者の動きを見て行動できるように声掛けしていく

・介護認定を受け介護施設入所を考慮していく。

２：大下　良悦様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

①服薬調整についての情報提供介入方法

〈リスペリドンからジプレキサへの移行〉

・こまめに本人の状態（思考停止・睡眠状況など）を観察し、外来受診時に外来・主治医に情報提供を行う。

・本人と定期的に面談を行い、服薬変更を実施してからの変化について確認する。

②　現時点での生活訓練（重点項目）　・金銭管理　・嗜好品の適度な摂取

<金銭管理・使用使途>

・継続して小遣い帳をつけていき、金銭の使い道を本人と一緒に把握していく。

・本人の状態を見ながら（服薬調整後を目安として）、小遣いだけでなく通帳による金銭管理への移行を検討していく。

　〈嗜好品の過剰摂取〉

・定期的にコーヒー・タバコの摂取量を確認し、小遣いの範囲を超えるようであれば、アドバイスを行う。

※嗜好品の過剰摂取が見られる場合には、なんらかの悩みを抱えている場合があるため、面談を実施し、本人の悩みを聞き対応していく。

③今後の生活訓練
〈①②の支援内容が終了してから下記の項目について実施〉

・服薬管理のステップアップ（チェックシートの省略）

・グループホームを想定した自炊訓練。（調理して食べるのではなく、惣菜などを利用した朝食作り）

・市役所やバス利用などの社会資源の単独での利用。

・ＱＯＬの向上に向けた個別支援。

・評価表を用いた再アセスメントの実施。

※上記内容に移行できない状態が継続するようであれば、退所先について検討を行う。
＜評価＞

・ストレスを溜め込むと、嗜好品の過剰摂取、思考停止、睡眠状態が不安定になる為、定期的に面談を行い、本人の悩み等を引き出し対応していく。

・面談により、今行なっている支援内容について、本人の負担になっていないか思いを引き出して能力に合わせた支援計画へと修正を行なっていく。（金銭管理で小遣い帳を記入する事により少しずつ改善されているが、金銭収支がまだ理解出来ずにいる。）

・今年８月に退所予定だが１年延長を想定して、延長後の支援として生活能力機能評価をし、介入する所を具体的にあげ、支援内容を検討していく。

